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概要 
一部の微生物（カビなどの一部）は機械的なストレスに弱く、通常の通気撹拌型培養器では培養が
困難であり、有用物質の生産性が著しく低下する。本技術は、機械的ストレスに弱い微生物のための
培養装置（回転円板型）を提供するも
のである。 
 
 
 
 
 
 
グラフィカルな社会還元までのチャート 
関連している企業・大学・団体等 日華化学 
関連する特許 1件 回転円板型バイオリアクターおよび好気性微生物の反応による菌
体外生産物の製造方法（特開 2002-159288） 
関連する論文 1編 Peroxidase production by Coprinus cinereus using rotating disk 
contactor, Biochem. Eng. J., 10, 47-53 (2002) 
 
回転円板型培養装置 
・基本特性を解析済み 
・担子菌での実績有り 
難培養微生物を
使った有用物質生産
のための培養装置 
従来の培養装置 
・通気撹拌型培養器 
・振盪培養器 
・表面培養型培養器 
現状の問題点、課題 
 
・通気撹拌型培養器 
・振盪培養器 
機械的ストレスが大きい 
 
・表面培養型培養器 
生産性が低い 
シーズ 
回転円板型培養器の特長 
１．機械的撹拌を行わないた
め、微生物に及ぼすスト
レスが小さい。 
２．微生物が円板上に固定化
されるため、連続運転が
や生成物の分離が容易で
ある。 
３．消泡剤が不要である。 
新規技術 
回転円板型培養器
従来技術 
通気撹拌型培養器
（機械的ストレスが大
きく生産性が低い） 
応用例 
ダイオキシン分解酵素の生産
種々の微生物に適し
た円板素材の開発 
（織物などを想定） 
機械的ストレス
に弱い微生物に
対応した生産性
の高い培養装置
の開発 
ヒトヨタケによるペル
オキシダーゼの生産 
 
ペルオキシダーゼ：環
境ホルモンの分解やセ
ンサー用の酵素 
種々の有用微生物
の付着性に関する
知識の集積 
蓄積情報
 
有用物質の生産実
績の集積 
難培養性微生物
用培養装置 
